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議　会　報　告 

第１回町議会定例会は３月11日招集 
され、条例の制定・改正案、補正予 
算等を審議し、いずれも原案のとお 
り可決しました。 
主なものは次のとおりです。 

  ◆
利
尻
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
 

関
す
る
条
例
案
 

 ○
本
条
例
案
は
、
平
成
18
年
6
 

月
21
日
に
交
付
さ
れ
た
「
健
康
 

保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
 

律
」
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
後
 

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
及
び
同
 

法
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
 

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
 

連
合
の
条
例
に
お
い
て
定
め
ら
 

れ
た
本
町
が
行
う
事
務
等
に
つ
 

い
て
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
 

る
も
の
で
す
。
 

   ◆
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
 

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◆
利
尻
町
教
育
委
員
会
教
育
長
 

の
給
与
及
び
勤
務
時
間
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

例
案
 

 ○
両
条
例
案
は
、
地
方
自
治
体
 

の
財
政
運
営
が
一
段
と
厳
し
い
 

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
長
 

の
給
与
を
月
額
61
万
円
か
ら
55
 

万
円
、
副
町
長
は
56
万
5
千
円
 

か
ら
53
万
円
、
教
育
長
は
54
万
 

5
千
円
か
ら
51
万
2
千
円
に
引
 

き
下
げ
改
正
す
る
も
の
で
す
。
 

 ◆
利
尻
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

案
 

◆
利
尻
町
公
共
下
水
道
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

 ○
両
条
例
案
は
、
両
会
計
の
健
 

全
な
る
運
営
と
適
切
な
施
設
の
 

維
持
管
理
を
図
る
た
め
、
水
道
 

使
用
料
を
5
％
、
下
水
道
使
用
 

料
を
10
％
引
き
上
げ
よ
う
と
す
 

る
も
の
で
す
。
 

 ◆
利
尻
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

 ○
本
条
例
案
は
、
国
の
地
方
行
 

財
政
改
革
に
お
け
る
地
方
交
付
 

税
の
大
幅
な
縮
減
な
ど
に
よ
り
、
 

本
町
の
財
政
運
営
が
一
段
と
厳
 

し
い
事
か
ら
、
法
律
等
で
定
め
 

ら
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
、
諸
 

証
明
手
数
料
な
ど
を
引
き
上
げ
 

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

◆
利
尻
町
立
保
育
所
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

 ○
本
条
例
案
は
、
原
油
高
に
伴
 

う
燃
料
費
の
高
騰
や
物
価
の
上
 

昇
と
、
国
の
保
育
料
基
準
を
参
 

考
に
し
、
各
所
得
階
層
毎
の
調
 

整
を
行
い
、
全
体
で
約
4
％
引
 

き
上
げ
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
 

す
。
 

             ◆
利
尻
町
天
望
山
ス
キ
ー
場
設
 

置
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
 

と
す
る
条
例
案
 

 ○
本
条
例
案
は
、
使
用
料
の
う
 

ち
、
一
般
の
シ
ー
ズ
ン
券
を
現
 

行
の
3
千
6
0
0
円
か
ら
4
千
 

円
に
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
 

で
す
。
 

◆
利
尻
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
 

ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
 

る
条
例
案
 

◆
利
尻
町
高
齢
者
共
同
生
活
施
 

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
 

条
例
案
 

 ○
両
条
例
案
は
、
高
齢
者
生
活
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
希
望
」
、
高
 

齢
者
共
同
生
活
施
設
「
友
愛
」
 

の
入
居
費
用
を
、
原
油
高
に
よ
 

る
物
価
上
昇
や
燃
料
費
の
高
騰
 

か
ら
、
単
身
世
帯
で
約
3
％
、
 

夫
婦
世
帯
で
約
2
％
引
き
上
げ
 

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

【
条 

例 

制 

定
】
 

【
条
　

例
　

改
　

正
】
 

【
条 

例 

制 

定
】
 

【
条
　

例
　

改
　

正
】
 

沓形保育所 

高齢者共同生活施設「友愛」 

沓形保育所 

高齢者共同生活施設「友愛」 

平成20年 
第1回町議会定例会 
平成20年 
第1回町議会定例会 
平成20年 
第1回町議会定例会 
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31億3,340万0,000円 

7,287万7,000円 

2億9,875万5,000円 

3億4,428万4,000円 

5,773万9,000円 

4,579万0,000円 

1億2,013万4,000円 

2億 781万1,000円 

3億3,087万9,000円 

1億9,198万9,000円 

2億3,301万9,000円 

31億2,630万0,000円 

1億 885万0,000円 

3億2,551万5,000円 

3億7,029万5,000円 

4億6,564万0,000円 

0円 

1億1,416万2,000円 

1億5,409万2,000円 

3億2,708万0,000円 

1億9,927万4,000円 

2億3,887万5,000円 

50億3,667万7,000円 54億3,008万3,000円 合　　　　計 

区　　　　分 

一 　 般 　 会 　 計 

簡易水道特別会計 

宿泊施設特別会計 

国民健康保険事業特別会計 

老人保健特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

下水道事業特別会計 

漁業集落排水施設事業特別会計 

介護保険特別会計 

特別養護老人ホーム特別会計 

砕 石 事 業 会 計 

平成20年度予算額 平成19年度予算額 

◎平成20年度各会計予算額 

4,499万5,000円 

175万3,000円 

4,823万2,000円 

98万7,000円 

27万0,000円 

1,257万1,000円 

136万0,000円 

 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

34億8,214万1,000円 

1億1,861万9,000円 

4億3,397万4,000円 

1億1,784万5,000円 

1億5,657万3,000円 

3億2,009万3,000円 

1億9,976万7,000円 

一般会計補正予算（第 6 号） 

簡　易　水　道 
特別会計補正予算（第 2 号） 

補　正　額（増減） 予　算　総　額 

※△は減額です。 【平成19年度補正予算】 【平成19年度補正予算】 

国民健康保険事業 
特別会計補正予算（第 3 号） 

下 水 道 事 業 
特別会計補正予算（第 3 号） 

漁業集落排水施設事業 
特別会計補正予算（第 3 号） 

介　護　保　険 
特別会計補正予算（第 3 号） 

特別養護老人ホーム 
特別会計補正予算（第 1 号） 

　平成20年度の一般会計予算は、第 1 回町議会定例会において一般会計予算審査特別委員会（委員長 
：蔵　昭南）が設置され、これに付託、審査されました。 
　同委員会の審査は、 3 月12日から13日までの実質 2 日間にわたり、慎重に審議され、 3 月14日本会 
議において上程され一般会計他10会計が原案のとおり可決されました。 

平成20年度 一般会計他10会計予算 
　　　　　　　　 原案のとおり可決 
平成20年度 一般会計他10会計予算 
　　　　　　　　 原案のとおり可決 
平成20年度 一般会計他10会計予算 
　　　　　　　　 原案のとおり可決 
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て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 松
村
議
員
　
健
全
化
計
画
や
経
費
 

の
削
減
等
、
話
し
合
い
を
し
て
い
 

る
と
い
う
事
で
す
が
、
病
院
の
規
 

模
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
 

に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

 田
島
町
長
　
健
全
化
計
画
で
は
、
 

起
債
の
金
利
の
安
い
政
府
資
金
に
 

借
り
換
え
す
る
こ
と
や
、
診
療
収
 

入
の
増
収
計
画
を
再
検
討
す
る
等
、
 

安
定
経
営
に
向
け
努
力
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

　
病
院
規
模
に
つ
い
て
は
、
現
状
 

維
持
で
進
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
 

ま
す
。
 

　
医
療
の
確
保
は
、
住
民
の
生
命
 

を
守
り
、
健
康
保
持
の
た
め
地
方
 

自
治
体
の
最
も
基
本
的
政
策
の
ひ
 

と
つ
で
あ
り
ま
す
。
 

　
し
か
し
今
日
の
緊
迫
す
る
町
財
 

政
事
情
で
2
億
円
前
後
の
負
担
を
 

し
て
お
り
、
こ
れ
が
限
界
で
す
。
 

　
負
担
金
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
 

徹
底
し
た
経
常
経
費
の
削
減
、
診
 

療
収
入
の
増
収
等
、
病
院
組
合
に
 

改
善
を
求
め
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
国
や
道
に
対
し
離
島
に
所
 

在
す
る
公
立
病
院
へ
の
経
営
安
定
 

助
成
金
制
度
の
創
設
等
、
強
く
要
 

望
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
昨
年
策
定
し
た
病
院
健
 

全
化
計
画
、
島
内
で
の
医
療
連
携
 

や
サ
テ
ラ
イ
ト
方
式
に
よ
る
効
果
 

的
・
効
率
的
な
運
営
や
病
院
組
合
 

負
担
金
で
、
構
成
町
の
利
尻
富
士
 

町
と
の
負
担
区
分
の
協
定
改
正
を
 

更
に
進
め
、
負
担
軽
減
化
を
図
っ
 

松
村
議
員
　
一
般
会
計
の
財
政
状
 

況
が
非
常
に
厳
し
く
、
町
有
財
産
 

処
分
等
、
歳
入
確
保
に
努
め
、
歳
 

出
削
減
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

こ
の
よ
う
な
財
政
運
営
の
中
、
一
 

般
会
計
か
ら
毎
年
２
億
円
ほ
ど
病
 

院
組
合
に
負
担
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
住
民
に
対
す
る
医
療
の
確
保
は
 

絶
対
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
 

の
負
担
金
が
一
般
会
計
に
重
く
の
 

し
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
 

す
の
で
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
 

え
て
い
る
の
か
。
 

 田
島
町
長
　
ご
承
知
の
通
り
、
全
 

国
各
地
の
地
方
の
公
立
病
院
等
で
 

は
、
医
師
不
足
が
深
刻
で
、
診
療
 

科
目
の
削
減
や
無
床
診
療
所
へ
の
 

転
換
等
、
数
多
く
報
道
さ
れ
て
お
 

り
、
地
方
医
療
の
崩
壊
が
大
き
な
 

問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
 

ご
承
知
の
通
り
で
す
。
 QA QQAA

病
院
組
合
の
負
担
金
に
つ
い
て
、
 

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

両
町
び
負
担
区
分
協
定
改
正
を
進
め
、
 

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
 

り
ま
せ
ん
。
 

 蔵
　
議
員
　
新
聞
報
道
に
よ
り
ま
 

す
と
、
北
海
道
で
医
師
１
名
を
確
 

保
出
来
た
そ
う
で
す
。
 

　
北
海
道
は
道
南
か
道
北
に
配
置
 

し
た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
な
の
 

で
、
北
海
道
に
働
き
か
け
た
ら
良
 

い
と
思
い
ま
す
が
。
 

 田
島
町
長
　
大
変
良
い
情
報
を
頂
 

き
ま
し
た
け
ど
も
、
全
国
各
地
の
 

公
立
病
院
で
、
医
師
不
足
が
深
刻
 

な
状
況
で
あ
り
、
現
在
3
名
の
医
 

師
を
北
海
道
か
ら
派
遣
し
て
頂
い
 

て
お
り
ま
す
の
で
、
増
員
は
厳
し
 

い
と
思
い
ま
す
が
、
お
願
い
し
て
 

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

蔵
　
議
員
　
現
在
、
国
保
中
央
病
 

院
で
は
、
医
師
不
足
に
よ
り
診
療
 

科
目
の
縮
小
も
有
り
得
る
よ
う
に
 

伺
っ
て
い
ま
す
が
、
補
充
の
見
通
 

し
は
あ
る
の
か
。
 

　
ま
た
、
補
充
の
見
通
し
が
無
い
 

と
す
れ
ば
、
今
後
ど
の
よ
う
な
診
 

療
体
制
に
な
る
の
か
。
 

 田
島
町
長
　
昨
年
の
10
月
に
常
勤
 

医
が
1
名
退
職
し
た
事
に
伴
い
、
 

あ
ら
ゆ
る
方
法
、
手
段
で
医
師
確
 

保
に
手
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
が
、
 

残
念
な
が
ら
現
在
確
保
は
出
来
て
 

い
ま
せ
ん
。
 

　
常
勤
医
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
の
 

間
、
町
民
な
り
住
民
の
皆
さ
ん
に
 

心
配
や
ら
ご
不
便
を
掛
け
な
い
よ
 

う
、
短
期
間
の
医
師
派
遣
を
医
療
 

機
関
等
の
応
援
を
受
け
て
実
施
し
 

て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
 

す
。
 

　
医
師
確
保
に
全
身
全
霊
を
傾
け
、
 

ま
た
、
診
療
科
目
の
縮
減
に
つ
い
 

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
 

QA QQAA
病
院
医
師
確
保
の
見
通
し
は
 

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

手
を
尽
く
し
て
い
ま
す
が
、
 

確
保
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
 

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問
 

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問
 

一
　
般
　
質
　
問
 

利尻島国保中央病院 利尻島国保中央病院 
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る
方
は
、
妊
産
婦
さ
ん
だ
け
で
は
 

無
く
お
年
寄
り
や
専
門
病
院
に
通
 

院
す
る
方
も
お
り
ま
す
の
で
、
妊
 

産
婦
さ
ん
だ
け
を
全
額
補
助
す
る
 

と
言
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

 惣
万
委
員
　
火
葬
場
の
関
係
で
、
 

火
葬
場
の
管
理
と
霊
柩
車
の
管
理
 

を
委
託
す
る
考
え
は
無
い
の
か
。
 

　
ま
た
、
霊
柩
車
の
経
過
年
数
や
 

棺
桶
が
入
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
 

も
あ
る
の
で
、
今
後
の
対
応
を
伺
 

い
た
い
。
 

 田
島
町
長
　
霊
柩
車
の
委
託
は
可
 

能
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、
火
葬
作
 

業
が
特
殊
性
や
技
術
的
な
も
の
が
 

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
受
託
す
 

る
方
が
い
る
の
か
と
い
う
問
題
が
 

あ
り
ま
す
。
 

　
や
は
り
火
葬
場
と
霊
柩
車
を
一
 

体
で
委
託
を
し
た
い
の
で
、
新
年
 

度
に
お
い
て
は
従
来
の
体
制
で
や
 

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
霊
柩
車
は
20
年
位
経
過
 

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
 

不
都
合
は
生
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

　
た
だ
棺
桶
の
大
き
さ
に
つ
い
て
 

は
、
大
き
さ
が
合
わ
な
い
ケ
ー
ス
 

藤
井
委
員
　
職
員
に
視
察
を
さ
せ
、
 

見
聞
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
の
 

財
産
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
職
 

員
を
視
察
研
修
さ
せ
る
こ
と
を
考
 

え
て
い
る
か
。
 

 田
島
町
長
　
町
に
と
っ
て
の
プ
ラ
 

ス
面
、
あ
る
い
は
新
し
い
可
能
性
 

に
向
け
視
察
を
す
る
事
は
大
い
に
 

結
構
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
意
欲
 

を
持
っ
た
職
員
が
計
画
書
を
出
し
 

て
く
れ
れ
ば
、
前
向
き
で
考
え
た
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

 松
村
委
員
　
出
産
者
の
費
用
が
非
 

常
に
掛
か
る
と
言
う
こ
と
で
、
町
 

単
独
で
例
え
僅
か
で
も
応
援
で
き
 

な
い
か
。
 

 田
島
町
長
　
昨
年
8
月
1
日
に
高
 

橋
知
事
さ
ん
が
利
尻
・
礼
文
両
島
 

を
訪
問
し
た
と
き
に
懇
願
し
た
経
 

緯
も
あ
り
、
知
事
さ
ん
の
配
慮
で
、
 

フ
ェ
リ
ー
運
賃
に
つ
い
て
は
昨
年
 

10
月
か
ら
、
宿
泊
料
に
つ
い
て
は
 

今
年
の
4
月
か
ら
各
々
、
北
海
道
 

が
4
分
の
1
、
町
が
4
分
の
1
、
 

本
人
が
4
分
の
2
と
い
う
形
で
補
 

助
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

　
稚
内
等
の
病
院
に
通
院
し
て
い
 

惣
万
委
員
　
ウ
ニ
セ
ン
タ
ー
の
管
 

理
費
で
す
が
、
町
財
政
も
大
変
厳
 

し
い
中
、
漁
民
に
も
一
部
負
担
を
 

し
て
頂
き
、
両
支
所
に
運
営
し
て
 

も
ら
っ
た
方
が
良
い
と
考
え
ま
す
 

が
。
 

 田
島
町
長
　
ウ
ニ
セ
ン
タ
ー
の
両
 

支
所
の
運
営
は
、
合
併
す
る
前
の
 

両
組
合
と
協
議
し
て
お
り
ま
す
け
 

ど
も
、
合
意
を
得
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

　
今
後
に
お
い
て
も
、
組
合
関
係
 

者
の
理
解
を
求
め
て
、
段
階
別
に
 

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
負
担
 

を
無
く
す
る
形
で
話
を
進
め
て
行
 

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

も
見
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
 

す
の
で
、
再
度
、
周
知
を
図
っ
て
 

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

              七
尾
委
員
　
漁
業
後
継
者
の
報
償
 

費
で
す
が
、
今
回
の
改
正
で
、
新
 

規
学
卒
者
に
は
30
万
円
、
そ
の
他
 

の
職
を
経
験
し
た
40
歳
未
満
の
方
 

に
は
10
万
円
を
助
成
す
る
と
い
う
 

事
で
す
が
、
町
の
財
政
が
厳
し
い
 

折
り
、
切
り
詰
め
た
方
が
良
い
の
 

で
は
な
い
か
。
 

 田
島
町
長
　
段
階
的
に
見
直
し
を
 

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
更
に
内
 

部
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

利尻町火葬場「利尻聖苑」 利尻町火葬場「利尻聖苑」 

ウニ種苗センター ウニ種苗センター 

予算審査特別委員会での質疑 予算審査特別委員会での質疑 
※紙面の都合上、一部質疑・答弁を省略しております 
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特定健診とは　　メタボリックシンドロームに着目し、生活習慣病を改善するための健診を行い、健診によりメ 
　　　　　　　　タボリックシンドローム該当者及び予備群等をリスクの数で階層化し、個人のリスクや必要性 
　　　　　　　　に応じた動機づけ支援、積極的支援等の保健指導を行います。 
 
対　象　者　　利尻町国民健康保険に加入している40歳から74歳までのすべての方が対象となります。 
 
実 施 主 体　　利尻町国民健康保険 
 
実施の目的等　　生活習慣病を早期に発見、予防することで、医療費の削減を目指すとともに、生活習慣病の有 
　　　　　　　　病者・予備群を平成27年度までに25％減少させることを目的としています。 
 
実施計画等　　「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、各医療保険者は５年を一期とし、５年ごとに 
　　　　　　　　特定健康診査等の実施に関する計画を定めるものとされています。 

利尻町国民健康保険に加入の皆さんへ 

１．計画期間　 この計画は、５年を一期とし、第１期は平成20年度から平成24年度とし、５年ごとに見直しを行う。 

２．目標値 

利尻町国民健康保険の特定健康診査等実施計画 利尻町国民健康保険の特定健康診査等実施計画 

区　　　　分 

特 定 健 診 の 受 診 者 数（人） 

特 定 健 診 の 実 施 率（％） 

特定保健指導の実施者数（人） 

特定保健指導の実施率（％） 

メタボリックシンドローム該当者 

及び予備群の減少者数／率（％） 

20年度 

204

30

8

41

21年度 

267

40

9

42

-2.5

22年度 

326

50

12

43

-5

23年度 

381

60

15

44

-7.5

24年度 

403

65

16

45

-10

３．特定健康診査の対象者数（国保加入者数－健診非該当者数） 

40～64歳

65～74歳

計

20年度 

348

339

687

21年度 

338

331

669

22年度 

328

323

651

23年度 

319

315

634

24年度 

（人） 

311

308

619

５．特定健康診査等の実施方法 
（1）特定健診の実施方法 

（3）周知・案内（受診券や利用券の送付等）方法 
　　・対象者に案内文と一緒に送付 
 
６．個人情報の保護 
　　・健診機関との委託契約時に守秘 

実　施　場　所 

実　施　項　目 

実施時期・期間 

外部委託に関すること 選定の考え方 

利尻島国保中央病院（個別方式）・結核予防会（集団検診） 

基準に定める基本健診項目及び詳細な健診項目のとおり 

５月～９月 

外部委託基準を満たす健診機関 

（2）特定保健指導の実施方法 
対象者の抽出（重点化）方法 

実　施　場　所 

実　施　項　目 

実施時期・期間 

積極的支援対象者を優先、動機付け支援は、若い年齢の人を優先 

利尻町役場 

個別に動機付け支援及び積極的支援 

10月～３月 

４．特定保健指導対象者数・指導見込数 

40～64歳 

65～74歳

 

計

 

対 象 者 数 

指導見込数 

対 象 者 数 

指導見込数 

対 象 者 数 

指導見込数 

20年度 

15

5

4

3

19

8

21年度 

18

7

4

2

22

9

22年度 

23

9

5

3

28

12

23年度 

27

12

6

3

33

15

24年度 

（人） 

28

13

7

3

35

16

・春の総合健診（５月実施済み） 
・個別総合健診（利尻島国保中央病院での総合健診） 
・秋の総合健診（９月実施予定）を予定しています。 

平成20年度の特定健診受診機会 

特定健康診査等の実施について 
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国民健康保険税に後期高齢者支援金分の追加 
　今年４月から開始となった長寿医療制度（後期高齢者医療制度）は、自己負担額を除いた医療費を、公費、後 
期高齢者の保険料のほか、国民健康保険をはじめとする各医療保険からの支援金により賄われます。 
　この支援金の創設に伴い、国保税も今まで医療分、介護分としていたものから、後期高齢者支援分を新たに加 
えた３本の課税計算をすることとなりました。 
 
40歳未満の方　と　65歳以上の方（介護保険第１号被保険者） 
　医療分と後期高齢者支援金分を 
あわせた額を納めます。 
 
 
 
 
 
 
40歳以上65歳未満の方（介護保険第２号被保険者） 
　医療分と後期高齢者支援金分に 
介護分を合わせた額を納めます。 

●所得割額：各世帯の所得に応じて計算：（医療分+支援金分） 
●資産割額：固定資産税額に応じて計算：（医療分のみ） 
●平等割額：一世帯につきいくらと計算：（医療分+支援金分） 
●均等割額：各世帯の加入者数に応じて計算：（医療分+支援金分） 

国民健康保険税の計算方法が変わります 

　国民健康保険法の改正により、以下の世帯の国民健康保険税は、世帯主の年金から特別徴収（いわゆる天引き） 
を行います。 

　なお、特別徴収の対象とならない世帯については、これまでどうり窓口納付や口座振替により保険税を納めて 
いただく普通徴収になります。 
 
　利尻町では、普通徴収が７月から（８期に分けて）、特別徴収が10月から（10月、12月、２月の３回の年金支 
給時）保険税の徴収を予定しています。 

65歳以上の方に係る保険税の納付方法について 

医療分＋支援金分の保険税の計算方法 

①世帯主（擬制世帯主を除く。）自身が国民健康保険の被保険者となっていること 
②特別徴収の対象となる年金の額が18万円以上であること 
③介護保険の特別徴収対象者であること 
④国民健康保険税と介護保険料を合わせて、年金額の1／2を超えないこと 

世帯内の国民健康保険の被保険者全員が65歳以上～75歳未満である世帯で 

●所得割額：第2号被保険者の所得に応じて計算 
●資産割額：第2号被保険者の固定資産税額に応じて計算 
●平等割額：第2号被保険者のいる世帯、一世帯につきいくらと計算 
●均等割額：第2号被保険者数に応じて計算 

介護分の保険税 

医療分＋支援金分の保険税 

※平成20年度の保険税の税率等は、利尻町国保運営審議会で審議の後、6月定例議会で決定 
　されます。 
※平成20年度の保険税の税率等は、利尻町国保運営審議会で審議の後、6月定例議会で決定 
　されます。 
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　ＮＨＫ旭川放送局などでは、ほっかいどう地球大好き環境キャンペーンの一環として、利尻島の環境 
保護のあり方について考えるイベントを実施します。参加ご希望の方は次の要領でお申込ください。 

日　時　　平成20年6月15日（日） 
　　　　　開場：午後1時30分 
会　場　　利尻町交流促進施設　どんと 
内　容　《第１部》講演【約50分】 
　　　　（講師）中村　征夫（水中写真家） 
　　　　　環境問題を水中の現状からお話いただ 
　　　　　く。 
　　　　《第２部》ディスカッション【約50分】 
　　　　　利尻山登山客へ持参をお願いしている 
　　　　　携帯トイレ。その功績と課題を考える。 

参加申込　　入場は無料ですが、事前の申込みが 
　　　　　　必要です。電話又はＦＡＸで、①郵 
　　　　　　便番号②住所③名前④参加希望人数 
　　　　　　を添えてお申込みください。※先着 
　　　　　　順で定員（200人）となり次第、締め 
　　　　　　切らせていただきます。 
【お問い合せ・申込先】 
　　ＮＨＫ旭川放送局　 
　　　　　　　電　話　0166－24－8805 
　　　　　　　ＦＡＸ　0166－24－4080

　平成13年３月26日以前に石綿による疾病を発症し、死亡した労働者の遺族で、労災保健法の遺族補償 
給付を受ける権利が時効により消滅した方に対しては特別遺族給付金が支給されますが、請求期限は平
成21年３月27日までです。 
　お心当たりのある方は、早急に最寄りの都道府県労働局又は労働基準監督署までお問い合せください。 
 
　労災保険法による遺族補償給付については、請求手続を行わないで死亡された日の翌日から５年を経 
過した場合には、時効により遺族補償給付を受けることはできません。 
【お問い合せ】　北海道労働局　労災補償課　電話：011－709－2311

　札幌国税局では、税務職員を 
募集しています。 
　人事院が実施する国家公務員 
採用試験Ⅲ種（税務）試験の最 
終合格者の中から採用されます。 
　採用試験の概要は、次のとお 
りです。 

【お問い合せ】 
　札幌国税局人事第２課採用担当　（1011－231－5011　内線2315） 
　稚 内 税 務 署 総 務 課　（10162－33－1155）までお問い合わせください。 

●受 験 資 格：昭和62年４月２日から平成３年４月１日生まれ 
　　　　　　　　の者 
●試験の程度：高等学校卒業程度 
●受験申込期間：6月24日（火）から7月1日（火） 
●受験申込先：〒060－0042　札幌市中央区大通西12丁目 
　　　　　　　　人事院北海道事務局　1（011）241－1248 
●第１次試験：9月7日（日）《教養・適性・作文》 
　　　　　　　　合格発表日　10月9日（木） 
●第２次試験：10月16日（木）～10月23日（木）までの指定する 
　　　　　　　　１日《人物試験・身体検査》 
●最終合格発表：11月13日（木） 

～ほっかいどう地球大好き環境キャンペーン～ ～ほっかいどう地球大好き環境キャンペーン～ 

「ＮＨＫ環境講座～利尻をはぐくむ海と山～」開催 「ＮＨＫ環境講座～利尻をはぐくむ海と山～」開催 

石綿（アスベスト）健康医被害者のご遺族のみなさま 

特別遺族給付金の請求期限まで残り1年です 特別遺族給付金の請求期限まで残り1年です 特別遺族給付金の請求期限まで残り1年です 

税 務 職 員 募 集  
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　利尻町の林野火災は、多くの高山植物などを焼失した昭和62年、63年に連続発生したあと、これまで 
無火災が続いています。しかし、森林はつねに火災の危険にさらされており、一度発生するとその回復 
には長い年月と多大な労力と資金を要し、個人的な損失はもとより社会的損失もきわめて大きいものが 
あり、二度と林野火災を起こさないよう町民の注意と協力が必要です。 
　利尻町では、林野火災予消防対策協議会を開き、林野火災の予消防対策について、次のことを決めま 
したので、入林の際はご協力をお願いします。 
　１．林野火災警防期間 
　　ア　警防実施期間　5月1日～7月31日 
　　イ　警防強化期間　5月10日～7月10日 
　２．非常警戒 
　　ア　湿度　最小湿度45％以下のとき 
　　イ　風速　毎秒10ｍ以上のとき 
　　ウ　連続して5日以上降雨のないとき 
　　エ　林野火災通報を受けたとき 
　３．非常警戒の措置 
　　ア　一般入林者の制限（登山者、山菜採取者等） 
　　イ　火入れやたき火の全面禁止（通常時も届出が必要な場合がありますので確認ください） 
　　ウ　特別巡視の実施（町職員、森林管理署森林官、各地区森林愛護組合員等） 

利尻町・利尻礼文消防事務組合消防署・利尻町消防団・宗谷森林管理署・沓形森林愛護組合連合会・仙法志森林愛護組合連合会 

◎森林内や畑などで火入れやゴミ焼をする場合は、必ず役場及び消防署へ届出し指示を受けて下さい。 
◎竹の子・山菜等を採取するため入林する場合は、必ず入林許可証（役場、役場支所、各地区の森林 
　愛護組合長さん宅にあります。）を携帯し、喫煙者は、携帯用灰皿等を携行するようにしてください。 
◎林野火災を発見した場合は、ただちに消防署、役場、役場支所、駐在所へ連絡して下さい。 

「大切な緑の資源」 「大切な緑の資源」 
山火事は地球の未来も燃やします 

　北海道では交通事故で困っている方の相談に応 
じるため、交通事故巡回相談を実施致します。 
　専門の相談員が皆様の相談に応じますので、相 
談を希望される方は相談日の２日前までに役場保 
健福祉課町民係まで申し込みください。 
　　　　　　　　　　　　（相談は予約制です。） 
 
　相談日　　７月２日（水）・11月５日（水） 
　　　　　　３月18日（水） 
　時　間　　午後１時～午後３時 
　会　場　　稚内市役所 
 
【申込・お問い合せ】役場保健福祉課町民係 

　自動車税は北海道の財政運営上、重要な収入源となっており、北海道が取り組んでいる様々な施策を進める 
上で欠くことのできないものです。まだ、納税がお済みでない方は、最寄りの金融機関等で納めてください。 
　宗谷支庁税務課では毎月最終木曜日に夜間納税窓口を開設しています。 
【お問い合せ】北海道宗谷支庁　税務課納税係　電話0162－33－2520

　市立稚内病院の眼科の外来診療日・手術日を 
６月30日から変更いたします。 

【市立稚内病院からのお知らせ】 

【診療体制】 

変更日 

 

午前 

午後 

山火事で 
　進む地球の 
　　　 温暖化 

山火事で 
　進む地球の 
　　　 温暖化 

交通事故巡回相談 
のお知らせ 

交通事故巡回相談 
のお知らせ 

交通事故巡回相談 
のお知らせ 

月 

外来 

手術 

火 

外来 

検査 

水 

外来 

外来 

木 

手術 

手術 

金 

外来 

外来 

眼科診療日・手術日の 
　　　　変更について 
眼科診療日・手術日の 
　　　　変更について 
眼科診療日・手術日の 
　　　　変更について 

忘れていませんか？ 自動車税 忘れていませんか？ 自動車税 忘れていませんか？ 自動車税 
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四
月
の
異
動
で
函
館
中
央
警
察
 

署
か
ら
沓
形
駐
在
所
に
勤
務
さ
せ
 

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
私
は
、
勤
続
十
七
年
目
に
な
り
 

ま
す
が
、
帯
広
で
交
番
勤
務
を
四
 

年
間
経
験
し
た
後
は
、
刑
事
警
察
 

の
道
を
歩
ん
で
お
り
、
駐
在
所
勤
 

務
は
初
め
て
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

十
年
前
に
支
給
さ
れ
た
制
服
に
初
 

め
て
袖
を
通
し
、
警
察
官
の
原
点
 

に
戻
っ
た
気
持
ち
で
気
が
引
き
締
 

ま
り
ま
し
た
。
 

　
歴
代
の
所
長
と
し
て
は
最
も
若
 

く
、
駐
在
所
勤
務
が
不
慣
れ
な
と
 

こ
ろ
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
町
民
 

の
皆
様
か
ら
頼
ら
れ
る
駐
在
所
を
 

作
り
、
安
心
で
安
全
な
利
尻
町
が
 

続
く
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま
す
の
 

で
、
家
族
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
。
 

　島づくりのため町民の皆様のご協力をお願いいたします。 
　2007年９月３日に仮オープンして半年が過ぎ、母屋には「利尻アートぎゃらりー島の駅」「クラ 
フト体験工房」「海藻クラフト制作室」「カフェ　りしりに恋して」がリニューアルされ、６月よ 
り本格的なスタートをいたします。島の駅「海藻の里・利尻」が、町民の皆様のお力添えをいただ 
きながら、島内外の方々に愛される駅になるよう、駅内のボランティアスタッフ（登録制）を募集 
しております。 
 
　★cafe「利尻に恋して」接客業務 
　★海藻クラフト製作室　製作業務 
　★島の駅事務所　受付経理業務 
　★ぎゃらりー等案内業務 
　※各業務（ボランティア）数名 
 
 
　勤務時間等詳細については、お申し込みいただいた際、説明させていただきます。 
（募集期間）平成20年6月20日から平成20年10月31日まで（変更あり） 
（お申込先）特定非営利活動法人　利尻ふる里・島づくりセンター　代表理事　吉安高嶺　 
　　　　　　184－2514　又は、役場総務課企画振興係　184－2345小坂・佐藤まで 

「地域の資源を活かし、次世代のために今 
できること、あなたのちからを島づくりへ 
活かしてみませんか。」 

島の駅スタッフ募集！ 島の駅スタッフ募集！ 島の駅スタッフ募集！ 

島の駅 「海藻の里・利尻」 

インフォメーション インフォメーション 

稚内警察署沓形駐在所　10163－84－2110

●日時及び　7月10日（木）利尻町公民館 
　会　　場　8月12日（火）利尻島開発総合センター 
●優良講習　午後5時30分より 

※更新手続きをした方でなければ受講できません。 

駐

在

所

だ

よ

り
 

駐

在

所

だ

よ

り
 

稚内警察署沓形駐在所 

所長 
しろ うら しゅう いち 

城浦　修一 

着
任
の
ご
挨
拶
 

着
任
の
ご
挨
拶
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ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
 

お
気
軽
に
ご
相
談
頂
け
れ
ば
幸
い
 

で
す
。
 

　
ま
た
今
年
度
は
人
員
の
都
合
上
、
 

午
後
の
外
科
外
来
を
休
診
と
さ
せ
 

て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
急
患
は
 

こ
の
限
り
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
 

で
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
 

た
ら
気
軽
に
病
院
ま
で
ご
連
絡
く
 

だ
さ
い
。
 

　
さ
て
健
や
か
で
充
実
し
た
生
活
 

を
末
永
く
続
け
て
い
く
最
大
の
秘
 

訣
は
、
病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
 

（
予
防
）、
そ
し
て
病
気
に
な
っ
て
 

も
早
い
段
階
で
治
療
を
す
る
こ
と
 

（
早
期
発
見
）
に
あ
り
ま
す
。
最
 

近
は
医
療
技
術
も
進
歩
し
早
期
癌
 

で
あ
れ
ば
手
術
し
な
く
て
も
内
視
 

鏡
等
で
治
療
可
能
な
も
の
も
増
え
 

て
き
ま
し
た
。
手
術
治
療
に
携
わ
 

る
者
と
し
て
、
手
術
を
受
け
ら
れ
 

る
患
者
様
の
多
大
な
負
担
を
実
感
 

す
る
機
会
が
多
か
っ
た
ゆ
え
、
当
 

院
で
は
可
能
な
限
り
早
期
に
病
気
 

を
発
見
し
最
善
の
治
療
を
ご
提
供
 

出
来
る
よ
う
善
処
し
て
参
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
何
か
と
ご
多
 

忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
機
会
が
あ
 

り
ま
し
た
ら
健
康
等
に
つ
き
ま
し
 

て
も
お
気
軽
に
ご
相
談
頂
け
れ
ば
 

幸
い
で
す
。
 

　
最
近
は
肥
満
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
 

症
候
群
等
も
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
大
 

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
 

が
、
そ
う
い
っ
た
病
気
・
健
康
に
 

関
し
て
も
皆
様
の
相
談
に
の
れ
れ
 

ば
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
お
 

気
軽
に
外
来
に
お
越
し
下
さ
い
。
 

　
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
あ
り
ま
す
 

が
、
利
尻
島
民
皆
様
の
お
役
に
立
 

て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
 

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
 

た
し
ま
す
。
 

         　
こ
の
度
赴
任
し
ま
し
た
利
尻
島
 

国
保
中
央
病
院
外
科
の
才
川
大
介
 

で
す
。
 

　
島
民
の
方
々
が
健
康
か
つ
安
楽
 

な
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
微
力
な
 

が
ら
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
け
れ
 

ば
と
存
じ
ま
す
。
漁
業
や
畑
仕
事
 

と
い
っ
た
島
の
生
活
を
最
大
限
考
 

慮
し
、
患
者
様
一
人
ひ
と
り
の
事
 

情
に
合
わ
せ
た
医
療
を
ご
提
案
出
 

来
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

見
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
 

た
、
地
域
の
特
性
上
、
医
療
機
器
 

こ
そ
都
会
の
大
病
院
に
劣
る
か
も
 

し
れ
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
診
療
内
 

容
は
負
け
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
 

ま
す
し
、
地
域
だ
か
ら
こ
そ
で
き
 

る
き
め
細
か
い
ご
指
導
が
で
き
た
 

ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
 

ま
す
。
 

         　
こ
の
４
月
よ
り
利
尻
島
国
保
中
 

央
病
院
に
赴
任
し
ま
し
た
内
科
の
 

久
保
俊
之
で
す
。
札
幌
市
出
身
で
 

自
治
医
大
卒
業
後
は
札
幌
医
大
、
 

札
幌
厚
生
病
院
で
研
修
し
そ
の
後
 

道
立
羽
幌
病
院
、
松
前
町
立
病
院
 

で
勤
務
し
て
参
り
ま
し
た
。
 

　
ま
だ
島
に
来
て
間
も
な
い
で
す
 

が
、
山
や
海
な
ど
の
自
然
に
囲
ま
 

れ
、
そ
し
て
何
よ
り
島
民
の
皆
様
 

の
温
か
さ
・
優
し
さ
に
囲
ま
れ
楽
 

し
く
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
 

り
ま
す
。
 

         
こ
の
度
利
尻
島
国
保
中
央
病
院
 

に
赴
任
し
ま
し
た
中
川
紘
明
と
申
 

し
ま
す
。
道
東
の
北
見
市
出
身
で
 

自
治
医
科
大
学
卒
業
後
は
札
幌
医
 

科
大
学
地
域
医
療
総
合
医
学
講
座
 

に
所
属
し
、
松
前
、
羽
幌
、
焼
尻
、
 

黒
松
内
、
根
室
で
の
勤
務
を
通
し
 

て
地
域
医
療
の
勉
強
を
し
て
き
ま
 

し
た
。
 

 
年
齢
・
病
気
は
問
わ
ず
、
急
性
 

疾
患
か
ら
慢
性
疾
患
ま
で
幅
広
く
 

深
い
診
療
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
 

自
分
の
守
備
範
囲
に
合
わ
せ
る
の
 

で
は
な
く
、
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
 

わ
せ
た
診
療
を
行
い
、
皆
様
が
安
 

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
健
康
・
 

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
 

地
域
医
療
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 
医
師
・
看
護
師
が
不
足
し
て
お
 

り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
 

効
に
活
用
し
、
よ
り
愛
さ
れ
る
病
 

院
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、
皆
様
 

が
今
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
知
 

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
意
 

外科医長 
さい かわ だい すけ 

才川　大介 先生 

内科医長 
く ぼ とし ゆき 

久保　俊之 先生 

院長 
なか がわ ひろ あき 

中川　紘明 先生 

よろしくお願いします！よろしくお願いします！よろしくお願いします！

院長 中川絋明先生　内科医長 久保俊之先生　外科医長 才川大介先生 院長 中川絋明先生　内科医長 久保俊之先生　外科医長 才川大介先生 

利尻島国保中央病院 
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街
を
ひ
と
歩
き 
街
を
ひ
と
歩
き 

ま
ち
の
話
題
に
ズ
ー
ム
イ
ン
！ 

 各保育所や小学校などで交通
安全教室が開催されました。 
 自転車の正しい乗り方や横断
歩道の渡り方など、交通ルー
ルを守り事故に遭わないよう、
警察官の指導のもと真剣なま
なざしで学んでいました。 

しっかり守ろう交通ルール しっかり守ろう交通ルール 

新湊小学校交通安全教室　4／18 沓形小学校交通安全教室　4／16

　春の全国交通安全運動期間中の4
月10日、交通安全街頭啓発を行い
ドライバーに安全運転を呼びかけま
した。 
　本町は、交通事故死ゼロ2000日
達成（11月19日）を目標に掲げ、
交通安全を推進しております。 

交通安全を学習 

春の交通安全運動 

交通安全を学習 

春の交通安全運動 

交通安全を学習 

　ハートランドフェリー㈱の新造
船サイプリア宗谷が、就航前の4月
26日、沓形港で一般公開されました。 
　1等席を思わせるような2等イス
席をはじめ、豪華な船内設備やバ
リアフリー化など随所に改良が施
された船内や、普段入ることの出
来ない操舵室が公開され、見学に
訪れた方々は一足早い乗船に感動
していました。 

春の交通安全運動 

サイプリア宗谷 
お披露目 

サイプリア宗谷 
お披露目 

サイプリア宗谷 
お披露目 

2等イス席 2等イス席 

サイプリア宗谷 サイプリア宗谷 
豪華な 
船内設備 

沓形字泉町 
菅原　一志 氏 

北
海
道
交
通
安
全
 

推
進
委
員
会
長
表
彰
 

仙法志字元村 仙法志字久連 
藤田　武利 氏 

北
海
道
善
行
賞
 

　交通安全運動に積極的に参加し、人命尊重歩行者保護の精神をもって街頭における交通指導など交通安全啓 
発活動を実践奉仕され、地域住民の事故防止と安全思想の普及徹底に貢献された功績が認められ、　橋、藤田 
両氏に北海道知事より北海道善行表賞が、菅原氏に北海道交通安全推進委員会長から表彰状が贈られました。 

橋　　貢 氏 

受賞おめでとうございます 受賞おめでとうございます 受賞おめでとうございます 
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米
国
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
に
あ
る
 

ア
ー
カ
ン
ソ
ー
中
央
大
学
で
ア
ジ
 

ア
史
を
教
え
て
い
る
デ
ヴ
ィ
ッ
ト
 

・
ニ
ー
ル
ソ
ン
氏
か
ら
電
子
郵
便
 

で
送
ら
れ
て
き
た
日
章
旗
。
そ
こ
 

に
は
「
武
運
長
久
」
「
戦
勝
ヲ
祈
 

ル
」
「
報
国
」
「
誠
」
「
仙
法
志
 

村
第
六
部
青
年
団
一
同
」
と
と
も
 

に
、
二
七
名
の
名
前
が
書
か
れ
て
 

い
ま
す
。
 

　
こ
の
日
章
旗
は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
 

島
で
発
見
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
ガ
 

ダ
ル
カ
ナ
ル
島
は
南
太
平
洋
に
あ
 

る
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
最
大
の
島
で
 

す
。
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
年
）
 

に
日
本
軍
が
上
陸
し
飛
行
場
を
建
 

設
す
る
が
、
米
国
軍
と
の
間
で
激
 

戦
が
展
開
さ
れ
、
翌
一
八
年
（
一
 

九
四
三
年
）
に
日
本
軍
が
撤
退
し
 

ま
し
た
。
 

　
こ
こ
で
発
見
さ
れ
た
仙
法
志
村
 

第
六
部
青
年
団
一
同
に
よ
る
日
章
 

旗
。
仙
法
志
村
第
六
部
と
は
現
在
 

の
利
尻
町
仙
法
志
字
長
浜
。
書
か
 

れ
て
い
る
二
七
名
は
長
浜
に
ゆ
か
 

り
の
あ
る
人
た
ち
で
す
。
し
か
し
、
 

第
六
部
青
年
団
か
ら
だ
れ
が
ガ
ダ
 

ル
カ
ナ
ル
島
に
行
っ
た
の
か
が
わ
 

か
り
ま
せ
ん
。
「
武
運
長
久
」
日
 

章
旗
調
査
が
続
き
ま
す
。
 

菅原花菜美 

沓形字日出町　父：秀次　母：　江 

ちゃん（5さい） 

● 

仙
法
志
村
第
六
部
青
年
団
一
同
の 

　
　
　
　
　
　
　
「
武
運
長
久
」
日
章
旗 

ケンカしながらも、とっても仲良し 
な2人。いつも笑顔をありがとう。 
うるさいほど元気で、くいしん坊な 
かなみとみなみが大好きですQ

み か な 

菅原実菜美 ちゃん（5さい） 
み み な 

花菜美ちゃん 実菜美ちゃん 花菜美ちゃん 実菜美ちゃん 
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私
た
ち
が
仙
法
志
中
学
校
に
入
 

学
し
た
の
は
昭
和
二
六
年
四
月
。
 

す
ぐ
に
駒
井
福
枝
先
生
か
ら
楽
し
 

い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ろ
う
と
呼
び
 

か
け
ら
れ
た
ん
で
す
。
こ
の
頃
の
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
体
育
館
で
は
な
 

く
て
グ
ラ
ン
ド
に
コ
ー
ト
が
あ
っ
 

た
の
。
始
め
て
み
る
と
、
と
に
か
 

く
み
ん
な
で
声
出
し
合
っ
て
楽
し
 

く
プ
レ
ー
し
て
ま
し
た
。
 

 
私
た
ち
が
三
年
生
の
時
、
第
二
 

回
島
内
中
学
校
排
球
大
会
が
鬼
脇
 

中
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。
前
年
の
 

第
一
回
大
会
で
仙
法
志
中
学
校
が
 

優
勝
。
だ
か
ら
、
仙
法
志
中
学
校
 

と
対
戦
と
な
る
と
、
相
手
中
学
校
 

が
、
私
た
ち
を
強
い
相
手
だ
と
、
 

か
な
り
緊
張
し
て
い
た
よ
う
だ
っ
 

た
。
私
た
ち
も
第
一
回
大
会
で
仙
 

中
が
優
勝
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
 

時
の
優
勝
選
手
達
と
一
緒
に
バ
レ
 

め
て
や
ろ
う
と
ア
タ
ッ
ク
し
て
た
 

の
が
、
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。
 

 
で
も
、
ア
タ
ッ
ク
や
レ
シ
ー
ブ
 

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
九
人
制
だ
 

か
ら
レ
シ
ー
ブ
の
と
き
に
ぶ
つ
か
 

り
合
っ
た
り
す
る
け
ど
、
そ
の
と
 

き
に
は「
ド
ン
マ
イ
、
ド
ン
マ
イ
」、
 

レ
シ
ー
ブ
・
ト
ス
・
ア
タ
ッ
ク
が
 

き
ち
ん
と
決
ま
っ
た
と
き
に
は
、
 

み
ん
な
で
声
か
け
あ
っ
た
り
し
て
、
 

チ
ー
ム
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
た
 

か
ら
こ
そ
、
優
勝
で
き
た
と
思
う
 

ね
。
 

 
そ
れ
と
セ
ン
タ
ー
高
松
の
手
の
 

ひ
ら
の
つ
け
根
の
部
分
で
の
ボ
ー
 

ル
操
作
が
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
で
は
 

な
い
か
と
の
ク
レ
ー
ム
で
審
議
中
 

に
貧
血
で
倒
れ
て
病
院
に
連
れ
て
 

行
か
れ
注
射
二
本
打
た
れ
て
、
す
 

ぐ
に
試
合
に
戻
っ
た
こ
と
。
優
勝
 

旗
を
受
け
取
っ
て
ふ
り
返
っ
て
戻
 

る
と
き
に
、
嬉
し
さ
で
足
下
だ
け
 

を
み
て
歩
い
た
か
ら
、
優
勝
旗
の
 

棒
が
生
徒
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て
 

笑
わ
れ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
真
っ
 

直
ぐ
前
を
見
て
優
勝
旗
を
し
っ
か
 

り
揚
げ
て
歩
い
た
こ
と
。
そ
し
て
 

仙
法
志
の
多
く
の
人
た
ち
が
漁
船
 

に
乗
っ
て
鬼
脇
ま
で
来
て
応
援
し
 

て
く
れ
た
こ
と
。
仙
法
志
の
み
ん
 

な
の
応
援
と
試
合
中
の
お
互
い
の
 

声
の
か
け
あ
い
。
こ
れ
が
試
合
す
 

る
私
た
ち
の
支
え
に
な
っ
た
こ
と
。
 

み
ん
な
で
勝
ち
取
っ
た
優
勝
だ
っ
 

た
と
い
え
ま
す
ね
。
 

語
り
　
高
松
綾
子
さ
ん
。
昭
和
一
 

三
年
七
月
二
一
日
、
仙
法
志
政
泊
 

に
生
ま
れ
る
。
佐
孝
静
江
さ
ん
　
 

昭
和
一
二
年
一
一
月
一
六
日
、
樺
 

太
大
泊
に
生
ま
れ
る
。
 

採
訪
　
平
成
二
〇
年
五
月
三
日
 

（338） 

（212） 

利
尻
の
語
り
 

語
り
　
高
松
 
綾
子
さ
ん
 

 
 
 
佐
孝
 
静
江
さ
ん
 

第
二
回
島
内
中
学
校
 

 
 
排
球
大
会
優
勝
 

グ
ラ
ン
ド
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

グ
ラ
ン
ド
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

ー
ボ
ー
ル
し
て
い
た
こ
と
、
三
年
 

生
の
時
に
若
い
岡
山
広
先
生
が
来
 

て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
一
生
懸
命
に
 

指
導
し
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
 

仙
中
っ
て
強
い
、
勝
て
る
ん
だ
と
 

思
っ
て
い
た
か
ら
、
第
二
回
大
会
 

の
鴛
泊
中
学
校
と
の
決
勝
戦
で
勝
 

っ
た
瞬
間
、
嬉
し
さ
で
み
ん
な
で
 

声
高
ら
か
に
喜
ん
だ
の
が
忘
れ
ら
 

れ
な
い
ね
。
 

    
当
時
は
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
 

前
衛
の
レ
フ
ト
が
古
谷
洋
子
さ
ん
。
 

セ
ン
タ
ー
が
五
十
嵐
綾
子
、
ラ
イ
 

ト
が
阿
部
静
江
で
し
た
。
セ
ン
タ
 

ー
は
セ
ッ
タ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
 

攻
撃
も
し
て
た
の
。
セ
ッ
タ
ー
と
 

し
て
調
子
の
良
い
ア
タ
ッ
カ
ー
に
 

ボ
ー
ル
を
あ
げ
る
こ
と
、
試
合
の
 

流
れ
を
つ
か
む
こ
と
な
ど
、
ラ
イ
 

ト
ア
タ
ッ
カ
ー
と
し
て
は
、
自
分
 

の
と
こ
ろ
に
ボ
ー
ル
が
来
た
ら
決
 

船
に
乗
っ
て
応
援
団
 

船
に
乗
っ
て
応
援
団
 

第二回島内中学校排球大会優勝　仙法志中学校女子排球部　昭和28年（1953年）7月5日 
前列左から；上木（松橋）愛子・藤野（長田）ミネ・五十嵐（高松）綾子・古谷（大野）洋子・岡山広先生 

後列左から；面野泰一先生・阿部（佐孝）静江・内海（樋口）郁美・藤井（中神）千代・ 
小中（山脇）富士子・常磐井（湯山）礼子・中島（若林）ヒサ子　（　）内は現姓 
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消防だより
【火は見てる　あなたが離れる　その時を】 【火は見てる　あなたが離れる　その時を】 

NO.350消防だより

防災無線の戸別受信機は、町内各世帯へ役場が設置した備品です。 
個人住宅にお住まいの方で、転出される方や家屋を解体される方は防災無線 
戸別受信機の返却をお願いします。 
毎日の定時放送が聞けなかったり聞き忘れてしまった際には、 
防災無線テレホンサービス「89－4660」をご利用ください。 
※ダイヤル式の電話機からはご利用できません　 
【お問い合せ】役場総務課　184－2345

住宅用火災警報器 
設置義務化スタートです！ 

平成20年6月1日～ 

出動件数　　火災　０件　　救急　40件（平成20年 4 月30日現在） 

家屋を解体する際には返却を！ 家屋を解体する際には返却を！ 
防災無

線受信機は貸与品です！防災無
線受信機は貸与品です！防災無
線受信機は貸与品です！

設
置
し
ま
し
た
か
？
 

タバコのポイ捨てが… 大きな山火事に… 

これからの季節、空気が乾燥し、火災の発生しや 
すい日が続きます。 
山に入り、山菜採りになどに向かう人もいると思 
いますが、入林した際はタバコなど火の取り扱い 
には十分に注意しましょう。 

林野火災注意！！ 林野火災注意！！ 

ガソリンは、小さな火や静電気でも爆発的に燃える物質です。 
ポリ容器に入れた場合、ポリ容器が変形し、漏れる恐れがあります。 
ガソリンは蒸発しやすいため、キャップ部分から蒸発したガソリンが漏 
れ、大変危険です。 
またポリ容器は、ガソリンとの摩擦で静電気が溜まりやすく、その静電 
気が原因で蒸発したガソリンに引火し、火災になった事例があります。 
他にも、ポリ容器に入れていたため、灯油と間違えストーブに給油し、 
火災になった事例もあります。 

を 

に絶対入れないで下さい！ 

ガソリン ポリ容器 ガソリン ポリ容器 

ところ　平成20年8月21日（木） 
場　所　利尻町交流促進施設 
　　　　「ど　ん　と」 
申込み期日　8月11日 
 
※詳しくは消防本部（84－2742 
　番）にお問い合わせ下さい。 

平成20年度 

危険物取扱者 
　保安講習 
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◎
物
品
寄
付
関
係
 

・
利
尻
町
議
会
議
員
会
　
様
 

・
利
尻
町
女
性
団
体
協
議
会
様
 

・
利
尻
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
 

・
沓
形
中
学
校
 

　
　
第
五
期
卒
業
生
一
同
　
様
 

・
沓
形
中
学
校
　
様
 

・
仙
法
志
中
学
校
　
様
 

・
菅

原

薬

局
　
様
 

・
中

原

旅

館
　
様
 

・
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
サ
エ
キ
　
様
 

・
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
 

　
　
　
　
　
　
イ
シ
ガ
キ
　
様
 

・
星

田

商

会
　
様
 

・
食
堂
「
味
楽
」
　
様
 

・
柳
谷
理
髪
店
　
様
 

・
ホ
テ
ル
り
し
り
　
様
 

・
㈱
り
し
り
生
コ
ン
　
様
 

・
石
岡
　
敏
子
　
様
 

　
　
　
　
　
　
　
（
富
士
見
町
）
 

・
海
老
名
サ
ダ
子
　
様
（
神
居
）
 

・
志
摩
　
恵
子
　
様
（
緑
町
）
 

・
新
浜
　
秀
一
　
様
（
新
湊
）
 

・
能
村
　
フ
ミ
　
様
（
新
湊
）
 

・
馬
場
満
利
子
　
様
（
緑
町
）
 

・
宮
下
茂
太
郎
　
様
（
御
崎
）
 

・
田
島
　
和
子
　
様
（
緑
町
）
 

・
富
樫
紀
代
子
　
様
（
緑
町
）
 

・
保
野
　
英
子
　
様
（
緑
町
）
 

・
川
端
　
朋
子
　
様
（
新
湊
）
 

 ◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
 

・
島
の
女
衆
の
会
　
様
 

・
仙
法
志
保
育
所
父
母
の
会
様
 

 ◎
訪
問
関
係
 

・
コ
ー
ラ
ス
「
島
の
音
」
様
 

・
湖
　
月
　
会
　
様
 

・
琴
城
流
　
大
正
琴
愛
好
会
様
 

・
仙
法
志
保
育
所
　
様
 

・
仙
法
志
小
学
校
　
様
 

・
仙
法
志
中
学
校
　
様
 

・
民
生
児
童
委
員
協
議
会
　
様
 

温
か
い
善
意
に
 

　
　
感
謝
し
ま
す
 

温
か
い
善
意
に
 

　
　
感
謝
し
ま
す
 

ほのぼの荘 ほのぼの荘 

19.4.1～ 
　　20.3.31 
　　　順不同 

【利尻町社会福祉協議会】 

次の方々から愛情銀行に金一封及び物品が預託さ 
れましたので、紙上を借りてお礼申し上げます。 

【まちの人口】 　2,655人　　世帯数  1,263世帯　　男  1,263人　　女  1,392人　平成20年4月末現在 

●沓形字富士見町　高村榮子様から、夫　哲弥様 

　の香典返しを廃して 

●沓形字緑町　杉浦和子様から、夫　優様の香典 

　返しを廃して 

●仙法志字神磯　田中一男様から、母　イワヱ様 

　の香典返しを廃して 

●仙法志字御崎　三上　隆廣様から、本人の病気 

　見舞い返しを廃して 

●沓形字泉町　相坂浪子様から、夫　廣様の香典 

　返しを廃して 

３月16日　緑　町　　北島　凛空く　ん （毅） 

３月29日　富士見町　　高村　哲弥さん（77歳） 

４月11日　緑　町　　　杉浦　　優さん（74歳） 

５月２日　神　磯　　　田中イワヱさん（92歳） 

５月４日　新　湊　　　中一　和馬さん（56歳） 

５月20日　泉　町　　　相坂　　廣さん（78歳） 

発
行
　
利
尻
町
役
場
　
　
　
　
　
　
　編
集
　
総
務
課
 
1
〇
一
六
三（
八
四
）二
三
四
五
番
 

印
刷
　
㈱
国
　
境
 

は じ め ま し て ！ ベ イ ビ ー 

お く や み も う し あ げ ま す 

り　く 

３月30日　緑　町　　石川　桃羽ちゃん （善宗） 
ももは 

５月８日　富士見町　柴田　勇飛く　ん （栄一） 
ゆうひ 

４月３日　神　居 
兼松あかね  さん 
永田　　幹  さん 

【指定寄附】 
◆（特別養護老人ホームほのぼの荘施設用） 
　　　　　タオル　500枚 
株式会社  利尻生コン 
　代表取締役社長　中　田　豊　喜　様より 

【一般寄附】 
◆沓形字泉町　中　村　謙　造　様より 
　　　　　一金　100,000円 
 
◆沓形字富士見町　石 川 勝 利 様より 
　　　　　一金　100,000円 
　（特別養護老人ホームほのぼの荘へ） ご厚志に対し 　　　　　　 

厚くお礼申し上げます 
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